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「
井
戸
掘
り
蝉
」

「
渇
い
て
い
る
人
は
だ
れ
で
も
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
来
て
飲

み
な
さ
い
、
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
、
聖
書
に
書
い
て
あ
る
と

お
り
、
そ
の
人
の
内
か
ら
生
き
た
水
が
川
と
な
っ
て
流
れ
出
る

よ
う
に
な
る
」　
　
　

  

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書　

７
章
38
節　

　

７
月
23
日
に
気
象
庁
は
九
州
北
部
の
梅
雨
明
け
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
年
よ
り
数
日
遅
れ
の
梅
雨
明
け
で
、
い
よ
い
よ
真
夏
の
季
節
の
到
来

で
す
。
濃
緑
の
木
々
の
梢
か
ら
蝉
の
歓
喜
の
歌
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
暗

闇
の
地
底
で
の
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
眩
し
い
真
夏
の
太
陽
の
恵
み

を
満
喫
し
、
感
謝
し
て
も
、
感
謝
し
て
も
、
感
謝
し
つ
く
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
喜
び
の
歌
声
で
す
。

　

フ
ァ
ー
ブ
ル
は
「
蟻
は
働
き
者
で
、
蝉
は
怠
け
者
」
と
い
う
当
時
の

常
識
に
挑
戦
し
、
蝉
の
名
誉
の
た
め
に
、
そ
の
生
態
の
研
究
を
進
め
ま

し
た
。そ
し
て
蝉
は「
神
の
恵
の
処
遇
に
感
謝
し
て
、そ
の
喜
び
を
歌
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、怠
け
て
歌
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。」と
主
張
し
、

「
そ
の
喜
び
は
樹
液
の
井
戸
掘
り
に
つ
な
が
っ
た
。」
と
語
る
の
で
す
。

　

蝉
は
そ
の
鋭
い
ス
ト
ロ
ー
で
幹
に
穴
を
掘
り
、
そ
の
井
戸
か
ら
の
シ

ロ
ッ
プ
を
甲
虫
や
蝶
、
蜂
な
ど
に
提
供
し
、
更
に
彼
ら
の
渇
き
の
た
め

に
新
し
い
井
戸
を
掘
り
続
け
ま
す
。
こ
の
井
戸
の
シ
ロ
ッ
プ
に
あ
ず
か

る
も
の
、
と
し
て
は
蟻
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
井
戸
辺
で
は
、

蝉
と
蟻
の
常
識
は
逆
転
し
て
い
る
の
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
の
恵
に
生
か
さ
れ
た
者
は
「
そ
の
人
の
内
か
ら
生
き
た
水

が
川
と
な
っ
て
流
れ
出
る
よ
う
に
な
る
」
と
の
恵
の
言
葉
は
、
シ
ロ
ッ

プ
の
「
井
戸
掘
り
蝉
」
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

共
の
福
祉
事
業
は
、
そ
の
蝉
の
井
戸
掘
り
作
業
そ
の
も
の
で
す
。

　

神
の
恵
に
生
か
さ
れ
、
豊
か
な
「
生
き
た
水
」
を
提
供
し
て
止
ま
な

い
こ
の
夏
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 理　事

橋本髙幸

社会福祉法人 九州キリスト教
社会福祉事業団

社会福祉法人 九州キリスト教社会福祉事業団
介護保険総合ケアセンターいずみの園

〒871-0162 大分県中津市永添 2744　TEL0979-23-1616 ㈹
http://www.izuminosono.jp  E-mail:sogocare@deluxe.ocn.ne.jp

❶アメニティ（快適主義）  ❷ヒューマニティ（人間主義）  ❸ローカリティ（地域主義）
神と人とに仕えるキリスト教の愛と奉仕の精神を基本理念とする

それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、
いつまでも残る。その中で最も大いなるものは
愛である。   コリントの信仰への手紙Ⅰ13：13

基本理念

平で闇をき常して「
そロにる蝉がプ共い

住宅型 有料老人ホーム シニアレジデンス いずみの森
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２
０
１
２
年
度

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

第
１
回
理
事
会
・
評
議
員
会

―

２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
、
同
年
度
会
計

決
算
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
（
火
）、
評
議
員
会
は
10
：
30

か
ら
、
稲
益
一
男
新
評
議
員
の
紹
介
の
あ
と
、

監
事
監
査
報
告
の
の
ち
、
提
出
議
案
に
つ
い

て
了
承
さ
れ
、
ま
た
県
の
監
査
指
摘
を
受
け

て
の
経
理
規
程
改
正
、
自
家
用
自
動
車
使
用

に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
改
正
及
び
新
事
業

所
の
開
設
に
伴
う
就
業
規
則
に
つ
い
て
趣
旨

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
理
事
会
は
13
：
30
か
ら
開
催
さ
れ
、

決
算
等
議
案
の
承
認
の
ほ
か
、
定
款
変
更
申

請
に
つ
い
て
同
意
、
中
央
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
事
業
開
始
状
況
や
保
育
園
か
ら
の
年
度

初
め
の
園
児
数
の
報
告
を
行
い
、
閉
会
し
ま

し
た
。

第
２
回
理
事
会
・
評
議
員
会

―

議
案
は
①
め
ぐ
み
保
育
園
の
土
地
取
得
②

聖
愛
ホ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業
の

指
名
業
者
選
定
③
共
同
生
活
援
助(

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム)

の
整
備
費
助
成
申
請
の
各
議
案
審
議

事
項
は
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
27
日（
金
）、評
議
員
会
は
11
時
か
ら
、

理
事
会
は
13
時
か
ら
提
案
３
議
案
に
つ
い
て

審
議
、
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
障
が
い
事
業
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
拡
張
整
備
予
定
及
び
法
人
内
職
員

（
現
時
点
４
１
１
名
）
研
修
会
開
催
計
画
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
質
疑
の
の
ち
了
解
さ
れ
、
13
時
45

分
閉
会
し
ま
し
た
。

（
法
人
本
部
事
務
局
）

経営企画室 在宅サービス事業部
デイサービスセンターふれんど館総務部

総務課

①障がい事業のスタートに向けての準備　
②「共生」型事業の研究

①利用の安定と稼働の維持
②アメニティの充実

デイサービスセンターふれあい館 ①売り上げ確保
②サービス向上のための職員勉強会開催

デイサービスセンターかきぜ ①ご利用者の獲得、選ばれる事業所として取組強化
②共生ケアの発展

デイサービスセンター北堀川 ①新規ご利用者の獲得（４月開所）
②専門職による講話・教室

児童クラブピーター ①豊かな人間性の育成を目指して
②地域と共に子育てサポート

障がい児日中一時支援事業所マルコ ①登録人数確保・利用児童の定着
②安全な環境づくり

中央サポートセンター ①ご利用者の確保、地域との交流（６月開所）
②ケアの質の向上

グループホームべテルハウス ①その人らしさや誇りを持った暮らしを支援
②地域、家族との交流

寄り合センターいずみ ①ご利用者の確保
②その人らしさや誇りを持った暮らしを支援

かきぜグループホーム ①自律的経営に向けた収入の安定
②サービスの質の向上

介護保険サービスセンター ①地域包括ケアシステムの推進・構築
②スーパービジョンの確立

地域包括支援センターいずみの園 ①地域包括支援ネットワークの拡充
②適切な社会資源へのコーディネートの実施

シルバーハウジング ・安否確認、相談助言、緊急時の対応などの支援の実施

障害者生活支援センターエマオ ①業務内容の充実
②サービス等利用計画作成のシステム化

訪問看護課 ①ご利用者に安心して選んで頂けるサービスの質の向上
②ご利用者のＡＤＬ・ＱＯＬを目指す

訪問介護課 ①新規ご利用者の確保
②スタッフのスキルアップと介護技術の向上

夜間対応型訪問介護 ①新規ご利用者の確保
②24時間・365日　夜間の安心・安全のサービスの提供

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護 連携型

①新規ご利用者の確保（５月開始）
②24時間・365日サービス提供の体制とシステムの構築
③新サービスの理解とマネジメント能力の取得

①本決算・月次決算の分析とフィードバック
②コスト意識の啓発

①特養入所者の栄養マネジメント実施
②新メニューの研究・開発

①キリスト教福祉の理解とスピリチュアルケアの促進
②職員や地域福祉人材の育成

①ご利用者、ご家族、待機者への情報発信
②ご利用者満足度向上への取組

①インフォームドコンセント（家族面談）の強化
②長期、短期ご利用者の状況等の的確な伝達

①職員の知識、技術力アップ
②嚥下リハビリによる経口摂取維持

①看護の質の向上
②QOD（クオリティー・オブ・デス＝臨終の豊かさ）を包含した看取り介護体制の構築

①評価及び情報共有システムの確立・強化
②スキルアップ、総合技術力の向上

①医療情報の収集と提供
②リスク管理の強化

①勉強会の実施、自主訓練部分の自己管理
②リハビリ機器の導入及び環境改善

①安心安全生活への支援
②施設活性化と地域交流への支援

栄養課

研修課

いずみの森

特養事業部

相談課

介護課

看護課

リハビリ課

医療事業部

クリニックいずみ

リハビリセンター

ケアハウス事業部

聖愛ホーム

○6月 1 日付 今吉日向子 デイサービスふれあい館　主任

○6月 1 日付 吉田　千鶴 かきぜグループホームけやき　師長
 河野　和樹 デイサービスかきぜ　主任
 須崎　敏治 中央サポートセンター　主任

○6月 1 日付 佐藤　弘美　中央サポートセンター　看護師
 芥川　弘美　中央サポートセンター　介護員
 山本　尚義　中央サポートセンター　作業療法士
 池上　美保　中央サポートセンター　介護員
 田中　洋美　中央サポートセンター　介護員兼生活相談員
 後藤　聖英　中央サポートセンター　介護員
 馬場　靖子　デイサービスふれあい館　介護員
 前田　静代　かきぜグループホームけやき　介護員
 江田　康子　寄り合いセンターいずみ　看護師
 古田　美樹　グループホームべテルハウス　介護員

昇格・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

異動�一般職・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

異動�役職者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 米光　宏恵　デイサービス北堀川　看護師
○8月 1 日付 屋﨑　玲子　デイサービスかきぜ　作業療法士

○5月 1 日付 後藤　聖英　デイサービスふれんど館　介護員
○6月 1 日付 上羽　正美　中央サポートセンター　看護師
 川上　治美　中央サポートセンター　看護師
 稲数富美子　特養事業部看護課　看護師
 末廣亜由美　総務部栄養課　管理栄養士
○6月25日付 八丁　和子　訪問介護課　ヘルパー
○7月 1 日付 中島　美和　特養事業部介護課　介護員　
 中嵜　保子　特養事業部介護課　介護員
 大西　とよ　デイサービスかきぜ（ピーター）　指導員
 白石佐奈枝　訪問看護課　看護師
○8月 1 日付 高橋　典子　特養事業部介護課　介護員
 三原　美佳　デイサービスふれあい館　介護員
 永吉　　恵　訪問介護課　ヘルパー
 川村小夜里　デイサービスふれんど館　介護員

新採用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（以上2012年８月１日まで）

人事関係 2012年４月２日以降

2012年度各部の事業計画（主な重点目標）
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九
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事
業
団
に
は
３
つ
の

保
育
園
が
あ
り
ま
す
。
今
号
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

名
称
：
犀
川
の
ぞ
み
保
育
園

　

住
所
：
福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
犀
川
本
庄
７
４
５

　

犀
川
の
ぞ
み
保
育
園
は
、
福
岡
県
の
北
東
部
に
あ
る
京
都
郡
犀

川
町
に
あ
り
ま
す
。
平
成
筑
豊
鉄
道
田
川
線
犀
川
駅
よ
り
約
６
０

０
ｍ
、　

み
や
こ
町
立
犀
川
中
学
校
そ
ば
に
あ
り
、
日
本
基
督
教
団

犀
川
教
会
と
併
設
し
て
い
る
田
園
地
帯
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て

の
保
育
所
で
す
。

　

１
９
６
２
年
11
月
に
、
犀
川
教
会
の
決
議
を
経
て
開
設
し
た
幼

児
保
育
施
設
「
犀
川
愛
児
園
」
が
前
身
で
、
１
９
７
５
年
11
月
に

当
法
人
の
「
犀
川
の
ぞ
み
保
育
園
」（
定
員
60
名
）
と
し
て
認
可
を

受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
保
育
園
の
園
児
数
は
32
名
（
定
員
40
名
）、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
児
童
数
は
26
名
で
、
職
員
は
14
名
で
す
。
現
在
の
建
物

は
１
９
８
９
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
か
ら
、
開
拓
伝
道
と
し
て
こ
の
地
に
入
ら
れ
た
当
法

人
の
橋
本
髙
幸
理
事
が
長
ら
く
園
長
を
務
め
ら
れ
、
昨
年
３
月
に

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
現
在
の
池
上
信
也
園
長
（
当
法
人
評

議
員
）
が
後
任
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
保
育
目
標
」

　

保
育
標
語「
感
謝
、創
造
」

を
基
軸
に
、
乳
幼
児
期
に

お
け
る
正
し
い
生
活
訓
練
、

豊
か
な
情
操
の
陶
冶
を
通

し
て
心
身
の
円
満
な
発
達

に
力
を
尽
く
し
、
キ
リ
ス

ト
教
保
育
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
犀
川
の
豊
か
な
自

然
を
保
育
環
境
と
し
て
取

り
込
み
、
農
村
地
帯
な
ら

で
は
の
保
育
活
動
を
創
造

し
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

則
り
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
否

定
す
る
鋭
い
感
性
を
養
い
、

健
康
で
し
な
や
か
な
体
力

作
り
に
努
力
し
ま
す
。

犀川のぞみ保育園

池上園長（右）と主な職員池上園長（右）と主な職員

園舎と園庭園舎と園庭 児童クラブの風景児童クラブの風景
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「
不
安
な
気
持
ち
が
一
気
に
解
消
」

　

母
を
「
い
ず
み
の
園
」
に
入
所
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
８
年
に
な

り
ま
す
。
母
は
40
代
で
交
通
事
故
に
遭
い
、
そ
の
後
は
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
弱
り
、
さ
ら
に
父
の
死
後
は
脳
梗
塞
で
倒
れ
る
な

ど
病
気
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
私
も
母
の
介
護
で
精
神
的
に
ギ
リ

ギ
リ
の
と
き
、「
い
ず
み
の
園
」
に
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
本

当
に
救
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

入
所
の
日
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
を
見
て
、

不
安
な
気
持
ち
が
一
気
に
解
消
さ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。入
所
し
て
か
ら
も
、度
々

入
院
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
す
ぐ
に
母
の
異

変
に
気
づ
い
て
く
れ
、
早
め
の

処
置
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
入

院
す
る
た
び
に
わ
が
ま
ま
に
な

る
母
に
、
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず

対
処
し
て
い
た
だ
き
、
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に

穏
や
か
な
気
持
に
し
て
頂
き
、

毎
日
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。「
い
ず
み
の
園
」
の
全
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ヨ
ハ
ネ
館
３
番
地

豊
田
シ
ズ
子
様
の
ご
家
族

　
　
　
　
　
　

豊
島
賀
都
子 

様

いずみの園広場いずみの園広場いずみの園広場
ひろひろ ばば

　
　

「
子
供
が
い
て
、
お
年
寄
り
が
い
て
」

　

子
供
達
が
児
童
ク
ラ
ブ
『
ピ
ー
タ
ー
』
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

保
育
園
生
↓
幼
稚
園
生
↓
小
学
生
＆
児
童
ク
ラ
ブ
生
へ
と
経
て
、
子
供
達
の
環
境

の
移
り
か
わ
り
に
伴
い
、
仕
事
を
持
つ
親
と
し
て
は
一
生
懸
命
つ
い
て
い
っ
て
、
や
っ

と
少
し
活
動
内
容
に
も
慣
れ
て
き
た
の
か
な
っ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
供
の
小
さ
い
頃
っ
て
本
当
に
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
立
ち
往

生
し
て
い
る
不
器
用
な
母
親
で
あ
る
私
の
横
に
寄
り
添
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
の
が
児

童
ク
ラ
ブ
で
す
。
そ
し
て
そ
の
存
在
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

う
ち
は
自
営
業
で
父
母
共
に
働
い
て
い
ま
す
か
ら
、
子
供
の
帰
宅
時
に
は
ほ
と
ん

ど
誰
も
家
に
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
ピ
ー
タ
ー

に
は
「
た
だ
い
ま
〜
」
と
い
っ
て
帰
る
と
「
お

帰
り
〜
」
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
家
族
の

よ
う
な
指
導
員
の
皆
さ
ま
が
い
ま
す
。
毎
日

の
宿
題
や
遊
び
も
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

本
当
に
有
難
く
、
心
強
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
の
交
流
も
大
変

良
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
が
い
て
、
お
年
寄
り
が
い
て
、
働
く

大
人
が
い
る
と
い
う
あ
た
り
ま
え
で
理
想
的

な
環
境
の
中
で
過
ご
し
て
い
く
こ
と
は
大
変

貴
重
な
経
験
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
の
生
活
が
日
々
平
穏
で
安
心
で
き

る
環
境
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
今
の
私
た
ち

の
小
さ
な
幸
福
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
皆
々
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
「
ピ
ー
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

  

の
ご
家
族  

林　

和
英 

様

林　

琴　

美 

ち
ゃ
ん

林　

浩
太
郎 

く
ん

特
養
ご
利
用
者
ご
家
族
の
声

特
養
ご
利
用
者
ご
家
族
の
声

児
童
ク
ラ
ブ
ご
利
用
者
ご
家
族
の
声

児
童
ク
ラ
ブ
ご
利
用
者
ご
家
族
の
声

か

ず

こ

か
ず
え


